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図24　伊豆半島東方沖で発生した地震のうちR　HDで精度良く震源が決定されたものの震央
　　　　分布図1a〕と長方形で囲んだ領域の西北西一東南東方向の断面図tb）．
Fig・24　（a）Epicentra1distribution　of　wel1－determined　earthquakes　occurring　off　the
　　　　east　of　the　Izu　peninsu1a．　（b）Vertical　section　of　the　hypocenters　in　the
　　　　rectanqular　region　of　Fig．24a　a1ong　the　WNW－ESE　direction．
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　伊豆半島東岸から東方沖にかけての領域では，西北西一東南東方向の帯状領域に震源が分
布することが多いので，図24にその領域を拡大した，西北西一東南東方向の断面図をRHD
の結果のうちで震源決定精度の良いものについて示す．これを見ると，この領域での震源分
布はそれ程連続的ではなく，海岸に近い方から，10～15㎞の深さに分布するもの（A），同じ
深さでやや沖合いのもの（B），15～20㎞の深さに存在するもの（C，D），さらに主として20
㎞以深に存在するもの（E）に分かれている．このうちDはやや密度が小さく，震央でみる
とやや南方に位置している．また，AとBの間にはかなり明瞭な地震空白域が認められ，両
者の問に不均質な物質の存在が示唆される．
　また，主に海岸を横切るAで活動が認められたのは，S2，3，7，8であるが，これら
はS3を除いて6値が1よりかなり大きくなっている．また最も深いEでの活動が認められ
たSユOでは，逆に6値が1より有意に小さくなっている．このことから，6値が各活動期で
異なった値をとるのは，活動様式の時問的変化というよりその地域性を反映したものと考え
られる．
　本論文では，伊豆半島周辺の群発地震を各活動期に分けてそれぞれの特徴について述べた
が，5値や発震機構には活動期ごとの時問変化というよりその空問的不均質性がかなり認め
られた．この領域はフィリピン海プレートの最北端に位置しており，すぐ東側では相模トラ
フから陸側プレートの下にもぐり込んでおり，北西側では伊豆半島が陸側の地殼と衝突して
いる極めて特殊な場所に位置している．また，活発な火山である伊豆大島三原山の存在は，
応力場や蓄積された歪だけでなく，地下構造にも空間的な不均質性が存在することを示唆し
ている．今後は，こうしたことをふまえて地域性の解析を進めて，テクトニクスと関連した
研究をすることが必要と考えられる．
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